
地熱のまち“ゆざわ”

エンジニアリング協会
地熱発電・熱水活用研究会

湯沢市における地熱開発の取組み

2020年7月14日

秋田県湯沢市
総務部企画課

湯沢市の紹介

【特徴】 秋田県の南の玄関口。県境付近は栗駒国定公園に属し、雄大な自然林を
有しているほか、豊富な温泉群に恵まれている。小野小町生誕の地。

【市町村合併】 平成１７年３月２２日（湯沢市、稲川町、雄勝町、皆瀬村）

【人口】 ４３，７６０人 【面積】 ７９０．９１k㎡
（令和２年５月末現在）
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湯沢市の名産
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地熱開発事業

木地山・下の岱地域
地熱開発調査

小安地域 地熱開発調査
かたつむり山発電所(仮称)矢地ノ沢地域

地熱開発調査

・２つの地熱発電所
・３つの開発調査地域

上の岱（うえのたい）地熱発電所

昭和５６年 東北電力(株)と同和鉱業(株)が共同で調査開始
平成 ４年 建設工事着工
平成 ６年 営業運転開始（東北で５番目、全国では１２番目に完成）
平成 ９年 認可出力変更（27,500kW→28,800kW）

➡ 発電所本館は、山小屋風で屋外機器の色彩など自然景観に配慮
➡ 高松地区の国有林の中にあり、市街地から東南約３３kmに位置

□発電出力 28,800kW
□敷地面積 約182,000㎡
□生産井 13本
□還元井 3本
□蒸気タービン

単気筒衝動式単流形復水タービン
□冷却塔 湿式機械通風形
□発電機

横置円筒回転界磁形同期発電機
出力30,600kVA 電圧6.9kV

□事業者
発電部門 東北電力(株)
蒸気部門 東北自然エネルギー(株)



山葵沢（わさびざわ）地熱発電所

平成 ５年～１１年 ＮＥＤＯ地熱開発促進調査（山葵沢地域、秋ノ宮地域）
平成１６年～２１年 「山葵沢地域」三菱マテリアル(株)が継続調査
平成２０年～２１年 「秋ノ宮地域」電源開発(株) ・三菱マテリアル(株)が継続調査
平成２２年４月 湯沢地熱(株)設立

（電源開発(株)、三菱マテリアル(株)、三菱ガス化学(株)の３社共同出資）

平成２７年５月 建設工事着手
令和 元年５月 営業運転開始

➡ 国内では２３年ぶりとなる大型地熱発電所、ダブルフラッシュ方式を採用
➡ 発電所は、秋の宮温泉郷から川原毛地獄・泥湯温泉に通じる国有林の中

□発電出力 46,199kW
□敷地面積 約143,000㎡
□生産井 9本
□還元井 7本
□蒸気タービン

単車室軸流排気式復水タービン
□冷却塔 機械通風式向流型湿式
□発電機

横軸円筒回転界磁形同期発電機
出力52,000kVA 電圧1.1kV

□事業者 湯沢地熱(株)

地熱開発調査 ３地点

■ 小安(おやす)地域地熱開発調査：かたつむり山発電所（仮称）
平成２３年 調査開始（出光興産(株)、国際石油開発帝石(株)、

三井石油開発(株)の３社共同）

地質調査、掘削調査、環境事前調査など
平成３０年 小安地熱(株)設立、環境影響評価手続き開始

➡ 令和３年に15,000kW級発電所建設工事着工と、
令和７年の運転開始を目指す

■ 木地山･下の岱(きじやま･したのだい)地域地熱開発調査
平成２２年 新エネルギー等導入基盤整備調査（地質調査等）

平成２４年 東北自然エネルギー(株)調査開始
平成２５年～ 掘削調査、環境事前調査、モニタリング調査など

➡ 環境影響評価に向けて調査継続中

■ 矢地ノ沢(やちのさわ)地域地熱開発調査
平成２７年 調査開始（オリックス(株)と(有)いなずみの２社の共同）

地表調査、モニタリング調査など
令和元年～ 掘削調査

➡ 2,000kWの発電所を目指し調査継続中



日本の地熱発電所

高松岳

栗駒国定公園



地熱資源活用協議会

湯沢市では、平成24年･平成27年「国立・国定公園内における地熱開発の取扱いについて」環
境省通知を基に、栗駒国定公園内等における地熱資源の開発案件に対し、有識者、市民及び関
連団体それぞれが共通の認識の下で調和を図りながら推進するため、地熱開発調査地点ごとに
地域協議会を設置。

開発事業者は協議会（下写真）

で、地熱開発の進捗状況や工事計
画内容について説明し、会の了承
を得ながら開発事業を進めていま
す。

・小安地域地熱資源活用協議会（平成24年設置）
・木地山・下の岱地域地熱資源活用協議会（平成25年設置）
・山葵沢地熱発電所環境保全等懇談会（平成26年設置）
・矢地ノ沢地域地熱資源活用協議会（平成29年設置）

なお、事業者は協議会開催前に、地域に
出向き住民説明会（上写真）を行い、その
内容を協議会に報告しており、地域と良好
な関係を構築できるように進められていま
す。

地熱資源活用協議会



地熱資源活用協議会・秋田県自然環境審議会

親子見学会

山葵沢地熱発電所工事現場 地熱利用農産加工所

地熱講演会

講演会（2019.2.19） JOGMEC展示ブース

地熱見学会・講演会



湯沢市地熱開発アドバイザー

地熱の実情に詳しく、専門的知識を有する２名を地熱開発ア
ドバイザーに委嘱し、事業者や市民からの問い合わせなど各
事案に対し、助言を得ながら対応しています。

松葉谷 治氏
（秋田大学名誉教授）

岩 田 峻氏
（地熱技術開発㈱調査役）

地熱資源の活用

農産加工施設
地熱利用の乾燥機で野菜の乾燥を行う
高付加価値型農業の実践の場。

㈱栗駒フーズ
地熱エネルギーを活用し、
低温殺菌牛乳、 ヨーグルト、
プリン等の製造販売企業。

水耕ミツバ栽培ハウス
ビニールハウス内に引湯し、加温された
ハウス内でミツバを栽培している。



三関地区特産のさくらんぼと
地熱を活用したドライチェリー

郊外活動について
●第22回東北六県高等学校生徒商業研究発表大会 優秀賞
●第２回秋田県高等学校ビジネスプランニングコンテスト

ツアープラン部門 最優秀賞・教育長賞
●高校生マルシェ（秋田市）、若者チャレンジ産業祭（秋田ふるさと村）他、出展多数

湯沢翔北高等学校商業クラブ「ミッチェリー」

“ゆざわジオパーク”

いにしえの火山の恵み あつき雪
いかして築く歴史と暮らし

し ず

銀で築き、清水と共に歩み、
地熱で未来を切り開く

山葵沢地熱発電所
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地熱のまち“ゆざわ”

ＪＯＧＭＥＣ「地熱資源の活用による
地域の産業振興に関するモデル地区」認定

第２次湯沢市総合振興計画
「人のつながりで磨かれる、

熱(エネルギー)あふれる美しいまち」の実現

湯沢市では、自然環境との調和を図りながら、地域固有の資源である地熱の活用
に積極的に取組み、地熱のまち“ゆざわ”として推進しています。また、湯沢ジオ
パーク活動において、地熱をテーマに掲げ地域を知る教育や観光促進につなげるこ
とで活性化を図り、第２次湯沢市総合振興計画に掲げる「人のつながりで磨かれる、
熱(エネルギー)あふれる美しいまち」の実現を目指しています。

令和元年８月８日にＪＯＧＭＥＣ主催の「地熱シンポ
ジウム㏌湯沢」が開催され、地域と共生した持続可能な
地熱開発を進めるため「地熱資源の活用による地域の産
業振興に関するモデル地区」に北海道森町、岩手県八幡
平市とともに秋田県湯沢市が認定。

地熱のまち“ゆざわ”

御清聴ありがとうございました。


